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Abstract

　The　behavior　of　wearing 　cbthes 　is　selected 　by　the　cQIQr 　preferenGe　of　clothing 　and 　designs，　 A ［so ，

［tis　influenced　by　culture 　and 　society ，

　 it　is　a 　fact　that　the　dothing　of　preferred　co1Qr 　is　worn 　very 　often 　but　people　do　not 　necessary 　wear

cbthes 　of　preferred　color ，

　 The　 purpose 　of　this　study 　is　tQ　investigate　the　difference　and 　the　coincidence 　between　wearing

preferred　coior 　clothing 　and 　not 　wearing 　it，　under 　the　assumption 　that　the　difference　increases　by　the

infiuence　Qf　soGiety ，

　 As　a　result ，　 it　ls　found　that　there　is　a　difference　between 　the　prθferred　coior 　wear 　and 　the　 non

preferred　color 　wear 　in　eaoh 　country
，
　but　the　difference　of　Japanese 　boy　students 　and 　American 　girl

students 　are 　small ．　 This　means 　that　there　is　low　social　consciousness 　when 　they　wear 　theirclothing．

　 On 　the　other 　hand ，　it　was 　clarified　concerning 　the　Mexican 　boy 　group 　and 　the　girl　grQup 　that　there

was 　a 　difference　in　the　relation 　of　the　preferred　color 　and 　color 　of　clQthing 　worn ．

　 In　addition
，
　to　clarify 　the　background 　of　the　in†luence，　Gluster　analysis　was 　done，　 From　the　data

analyzed ，　a　possibility　was 　deteGted　that　the　behaviora［charaGteristic 　of　clothing 　and 　self−concept 　ls

afactor 　invOlved　in　 selecting 　the　color 　of　clothing 　worn ，

　The　formation　of　the　difference　of　the　preferred　colorand 　color 　of　clothlng 　worn 　is　not 　deGided　by

the　 infLuence　of　culture 　and 　 society ，　The　I［fe　en ＞ironrnent　which 　includes　the　 ind［vidua ［personal

environment 　plays　a　role ．

要 　旨

　被服 の着用行動は ， 被服の色彩嗜好やデザイ ンの 嗜好 によ っ て 選択され ， 行動自体が社会的文化的影響を受けて

いる ことが明らかにな っ て い る 。しか し，着用者は必ず しも嗜好色を着用する とは限ら な い し，ま た ，嗜好色を着

用 しようとする こ とも事実である 。 こ の着用 ， 非着用の 差異と
一

致に着目 し，社会的な影響が大き い ほど両者に開

きがあ る と考え ， 調査 ・実験をお こ な っ た 。 そ の 結果，国 別 に 双 方 の 選択色 の 差 異が 認 め ら れ る が ， 日本の男子学

生 とア メリカの 女子学生 に は差異が小さく ， 被服の 着用に際して の社会的意識が少な い と見 られ る 。

一方，メキ シ

コ 男 子群 と女子 群は被服 の 着 用 好嫌色 と
一

般好嫌色 との
一

致 に開き がある こ と が明 ら か に な っ た 。 さ らに 影響の 背

景を明確化するためにク ラ ス ター分析をお こ な っ た 。 そ の 結果，自己概念と被服行動特性が着用色を選定 している

可能性を見い出した 。 こ こから，被服の着用好嫌色と
一

般好嫌色の異同の形成は，社会的文化的関係によ っ て
一

義

的 に決まるもの で はな く，個人の 対人的環境を含む生活環境がそ の役割を果た して い ると考え られる 。
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　1．緒言

　被服の着用や選択行動には ， 気候と い っ た生理的物

理的側面，規範や慣習，流行と い っ た社会的側面，デ

ザインや色彩の嗜好性と い っ た個人的側面が要素とし

て考えられる 。 特に 被服の色彩の嗜好性は ， 着用の選

択行動に大きな影響をもたらすとい われ て い る 。 さ ら

に ， 色彩との関係からみ て も ， 幼児にお い て は女色 ，

男色 と い っ た性的役割と 連動した表現 が 見 られ る し，

夏向き ， 春向きと い っ た季節感との関係も存在する 。

同色 で あ っ て も伝統 ・文化 ， ある い は ， 環境 によ っ て

00LOR −IMAGERY は異な り，同 じ青色 系 で あ

っ て も，単に寒色ではなく暖色と評価する地域も存在

す る 。

一
方 ，

カ ラ
ー

イメ
ージ 調 査 （日本色彩研究所）

（文献 D で は ， 集団デ
ー

タか らのイメ
ー

ジデ
ー

タ ベ

ース化に成功して い る が， 個人行動で は ， 嗜好色は各

人とも同
一

な反応 を示すもの で もな い 。 また，メ デ ィ

アの発達により都市部や農村部の区別な しに ， さら に

は国の区別なしに同
一

な情報が日々各家庭 に 送 り込ま

れ て い る 。 こ れ らの中 にあ っ て も ， やはり各人は被服

の同
一

な嗜好色を示すわけで もな い 。 こ の原因は ， 根

強く残る伝統文化に よるもの で あろ うか，個人の気質

や性格といっ た個人的要因によるものであろうか 。 生

活 ・環境 とい っ た要因で あろうか 。 個人的要因で ある

な らば，嗜好色 の形成は い かなるプ ロ セ ス を持ちうる

ものであろうか 。 明らかになっ て い る点は，まだ極め

て少な い とい える。

　被服の色彩か ら，
一

般 的色彩嗜好に課題を拡大する

と地域文化と色彩嗜好の関係から ， 多数の地域比較研

究が お こ なわれて い る 。 日本に比べ 韓国で は臼や黒

（無彩色）の嗜好が多い とする斎藤美穂の韓国 と日本

の 比較
2） （ISgD）， 方文泰 の中国に比べ 日本の 方が色

幅が 多 い とする中国と 日本の比較研究
3）

（1992），芳

村玲子 らの日米比較研究
4）

（1988）が見 られる 。 これ

らの多くは，文化 ・伝統に よる色彩嗜好傾向の比較を

お こない差異を明らか にしてきている 。 しかし，この

差も徐々に縮まりつ っ あるとも い われ，情報量の拡大

と国際的な均
一

化によ っ て個人の嗜好性が優位 になり

つ つ あるの か ， 伝達内容による影響なの かは ， まだ明

らか で はない 。 さらに色彩感情の研究 で は ， E方向か

らア プ ローチされて きた 。 1つ は色彩に関す る 感情的

アプロ
ー

チに関する研究であ り， もう
一

方 で は ， 色彩

の 共感覚等をあつ か っ た意味的 ア プ ローチに関す る研

究 で あ る 。 前者は，千々岩英彰の 色彩 の嗜好性に よ る

研究
5）

（1995）に よ っ て 示される 。 後者iよ 稲蔭正 彦

による音との共感覚による実験
6） （19B7）な ど散見さ

れる 。 しか し， 嗜好性に関して は ， その 形成プ ロセ ス

を明 らかにしたも の で はな く，こ の 課題は メ カ ニ ズム

としては重要な問題にも関わ らず未解決の まま残され

て い る。

　そ こ で ， 本研究 で は，被服の嗜好色の 形成過程 を明

らかにする こ とを課題に設定し， まず， 伝統 ・文化に

よ っ て 色彩に 嗜好色の 異な り が出現 する の か
， 個々の

気質や性格によっ て差異が認められるかを明らか にす

る こ とを 目的 と した。 本稿の課題からは ， 3つ の条件

が考えられる。ます第
一

に，色彩嗜好は個入 の 気質 ・

性格による もの で ある とするならば，国際的な情報に

接する機会の多い 場合は ， 文化の差異は僅少化 し ， 近

似的な色彩嗜好が生成する。 第二 に ， 伝統 ・文化等の

社会的文化的側面は ， そ の 地域の 人々に と っ て保守的

な心 理 的行動に影響が認められ る 。 心理 的行動に 差異

が地域間 に認められると，伝統 ・文化は心理的行動 に

影響を及 ぼして 色彩嗜好の生成過程要因で あ D得る可

能性がある 。 この場舎 ， 色彩嗜好傾向と心理 的行動と

の関係は， 地域によ っ て 異なると考えられる 。 第三 に

は，地理的環境など，物理的生理的要凶が色彩嗜好 に

影響を与えて い るもの と考えられるとするものである 。

これらの要因が複合的に発生するも の で あ る と考えら

れるが，どの要因が有効な差異を生 じさせるかにつ い

て，本稿では，まず被服の色彩嗜好の地域的文化的な

側面からの調査結果につ い て報告する。

　2．調査 ・実験方法

　2．1．調査項目と色票の選定

　文化的社会的要因も含まれると考えられる被服の色

彩嗜好と心理的行動要因を明らかにするため ， 研究目

的にあ っ た 自己概念 の リ ッ カー トタ イ プPア項 目
7）

（197D，被服に対する着用，嗜好傾向，興味を明らか

にするために被服に対する態度の測定に リッ カ
ートタ 、

イブ23項 目
日〉 （1982）を求めた 。 各項目は，ア段階評

定尺度 （自己概念）・5段 階評定尺度 （被服態 度）を

用 い た 。 また ， 色彩慰 子選択用色票にっ いて は ， PO

OS （日本色研配色体系）か ら65色 の 色紙を貼付 して

構成されたカラ
ー

チ ャ
ー

トを用いた 。

　2．1．1。測定項目と翻訳の手続き

　自己概念 の 2ア項目と被服態度 の 23項目は ， 英訳をお

こ な い 1991年度 に 日本 （日本語版），ア メ リ カ （英語

版），ドイ ツ （英語版）で 現地で の 調査測定に使用し
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表 1　 被服邑彩色の 調査試料

No ト
ー

ソ記 号 色 名 OIS　記号） No 卜一ソ 記号 色名　　 U夏S 記号）

1P 　2 R4 ．OR　8．5／3．5 餽 d20 V 　　 9．OPB　4．　O！7．5
2P 　4 rO10 ．OR　8．5！3．5 35d22 P　 　 6．OP　 4，0／7．5
3P 　6yO8 ．OYR 　9．0！3 36d24RP 　 　 6．　ORP 　4．0！7．5
4P 　8 Y5 ．OY　9，013 37V 　 2 R 　　 4．OR　4．5／14

5P10YG4 ．OGY　9．0！3 38V 　 4 r《）　 LO．OR　5，5ハ4

6P12 G4 ．α3　8．5！2 39V 　 6yQ 　　8．OYR 　7．　O！14
7P14BG5 ．OBG ＆ 5！2 40V 　8 Y 　 　5．OY　8．0！13．5
8pL6 8B5 ．OB 　 8．　O！2．5 41VIOYG 　 　4．03Y 　7．O／12
9P18 B3 ．OPB 　8，013．5 42V12 G　　 4．OG 　5，5ハO．5

10P20 V9 ．OPB 　8．013．543V14BG 　　 5．OBG 　4．5110
11P22 P6 ．Op　ao ！3．544V16 区B　　5．OB　4，0／U
12P24RP6 ．Orp ＆ O！a 　5 45V18 B　 　 3．OPB 　3．5／13
L3ltg 　2 R4 ．OR 　6．5！3 46V20 V　 　 9．OPB　3．5ハ3
14Ltg 　4 沿 10．OR 　 6．5！3 47V22 P　　 6．OP　3．5！12．5
151tg 　6yO8 ．OYR τ．0／2．5 48V24RP 　　 6．　ORP 　4．0ハa 　5

151t 窪　8 Y5 ．OY　7，0／2．549dk 　2 R　　 4．OR　2．4！6
171t 巳 10YG4 ．ぴ3Y 　7．O！2．5 50dk 　 4r ◎ 　　10，0R 　 3．O／6
18R 駕 12 G4 ，0G 　6．5！2 5Σ dk　6yO 　 　8，0YR 　3．5／6
191t 鏨 L4   5，0BG 　6．5！2 ち2dk 　8 Y　　 5．OY　4．0／5，5
201tg 　 16 gB5 ．Oβ　a 　5！2 53dk 　 loYG 　 　 4．OGY 　3．5！5
211 匙818 B3 ．OPB 　6．0／3 54dk 　12 G　 　 4．OG 　3．0／5
221tg 　20 V9 ．OPB 　6．013 55dk 　14BG 　　 5。OBG　2．4！5
23R822 P6 ．OP　6．0！3 56dk 　 15 巳B 　 　5，0Bao ／5，5
24lt824   6．ORP 　6．0！3 57dk 　 18 B 　　 3．OPB 　1．816
ゐ d　2 R4 ．OR　5．　O！7．558dk   V 　 　 9．OPB 　1．8／6

26d 　4 ゆ 10．OR　5．5／2．5 59dk 　22 P　 　6．OP 　五．8！6
27d 　6 yO8 ．OYR 　6．O々．560dk

邑
24RP 　 　6．　ORP 　2．O！6

28d 　8 Y5 ，0Y　651   5 61w N9．5
29d10YG4 ．03Y 　6．0／6．5 翩 UGY N7．5
30d コ2 G4 ．α3 臥5／6 63 畍 GY 昶5．5
31d14DG5 ，0DG 　5，016 畠 dkGY N訊 5
認 d16 6B5 ．OB 　4．5！6．5 邸 BK M ．o
33d18 B3 ．OPB 　4．O！7．5

表 2　被験者群

性　別 国　 名　 　 人　 数 調　査　大　学　名

女 子学生 日　 本 170 ノ ートルダ ム女 子 大学

大阪 経済大学

メキ シ コ ll4Univers 団 ad 加 しono 隠

」△L［SCO，師EX ［CO．

米　 国 101Notre 　Da旧e　Coll∈ge　 o
Ba｝しi匝ore ，　 H岨 YLA麗D，

男子学 生 メ キ シコ 99Unlversidad 　Auしonoma

J乢 【SCO，　 HEκ［CO．

日　 本 正93 大 阪経済大学

〔単 位
『
人J

点

「

ー

た結 果 ， 有効な差異が認め られ，文化的内容との適G

l生を示した項 目 で あ る
9） （199巳），lu）

（1984）。 また，

各項目の翻訳は ， 日本語版を作成後 ， 複数 の ネイ テ ィ

ブス ピーカーによ る意味の 検定と英訳 をお こ な い，他

者によ っ て 日本語 に翻訳 し意図が
一

致する こ とを確認

したも の で ある 。 こ の原版を元に ス ペ イ ン語による翻

訳を同様の 手続きによ っ ておこな っ た 。

　自己概念の項目は ， 因子分析の結果 ， 〈明朗樌極性〉

〈理知性〉〈外向性〉〈情緒
tl

生〉（内的安 定性〉（累積寄

与 率57％）の各因子が認められた項目で あ り， 被服態

度 の 項 目で ，因子分析 （主

因 子 法，バ リ マ ッ ク ス 回

転）をお こ な うと 〈個性的

お しゃ れ 型〉〈お し ゃ れ エ

ン ジ ョ イ型〉〈慎み 深さ型〉

〈同 調 型〉〈品 質 関 心 型 〉

〈経済関心型〉〈着心地関心

型〉（累積寄与率55．5％）

の結果が得られ ．
こ れ らの

項目を調査項 目と して 採用

した。

　2．L2．色 彩嗜好 測 定票

の諸元

　被服 の 嗜好色の色選択に

使用した色 票は表 1 （マ ン

セ ル 表色値 に よ る JI＄ 系

統 色 名 （JIS　Z 　8102＞）

に示す 。 こ の色票は有彩色

60色 と無彩色 5色 で構成さ

れる 。 1色片は 2．Ocm× 2．5

cmであり，全バネルサイズ

は ， EG．Ecm× 38．Ocmである 。

　　　　　　　　　　　　 2．E．調査実験地域 と被

験者の 選定

　集団的同
一性を近似させるために大学生を調査 ・実

験対象に選択 した。 また学生群 の 調査原点を Ei本に お

き，各種メ デ ィ ア の情報伝達董と伝 達内容が近似して

きていると考え られる米国を選定し，大学生 で米国と

教育的差異が認め難く， 生活伝統的慣習が認め ら れ る

と考えられる メキシ コ を選定した 。

　被験者 は ， 合 計667名で平均年齢 19．6才で ある （表

2）。

　2．3．調査期間 と調査法

　調査は ， 1994年 ア月上旬から 9月上旬にか けて ，日

本 ・メキシ コ ・米国 において ， 選定各大学生を対象に

集合調査法 に よ る 質 問紙調査 と色票選定実験を実施し

た 。

　2．4．嗜好色の選定実験法

　各被験者は ， 1部つ つ カラ
ー

チ ャ
ー

トを水平に置き，

最 も 好 き な色 （嗜好 色）と被 服 と し て 最 も着たい色
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表 3　嗜好 ・嫌悪 色 と養用嗜好 ・嫌悪 色 の類似距離係数 （国 ・性別）

日　 　本

女 子 大 生

ア メ リカ

女子大 生

メ キ シ コ

女 子大生

日 　　本

男 子大生

メ キ シ コ

男 子大生

嗜好 色 と被 服 着用 嗜好 色

嫌悪 色 と 被 服 着用 姫 悪色

0，750
．700

．720
．660

．690
．770

．650
，67O

，730
，81P

〈0．05P
〈0．01

1，0

　

　

　
　
　

　
幡

嗜

好
色
と

着

用
嗜

髢
の

類
似

譲

（上段、F：TEST，　P＜0，05）（上段、　F：TEST、

，、如即  

　　 」．
　ざ（舅〉

　 　 　 　 　 0．O
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o．5　　　　　　　　　　　 1．o

　　　　　　 　　　媛慝色 と着用嗜 好色 の類似距雌

図 1　 国別一般嗜好色 と着用晤好色 の類似距 離

（被服 嗜好色）， 最も嫌 い な色 （嫌悪色）と 最 も蕕 た く

な い色 （被服嫌悪色）をそれぞれ 1位から 3位まで 3

色 づ つ 選択した 。 使用 した場所は ， 普通教室 で 昼間，

直射光を避けた自然採光である 。 なお，被服の 嗜好 ・

嫌悪色の選定に は ， 季節を配慮 しない こ とを質問紙に

明記 した 。

　3，結果と分析

　3．L 類似距離による検討

　選択色の 3位 ま で の出現順位 で ，嗜好色と着用嗜好

色，嫌悪色と着用嫌悪色の比較をお こない ， 同
一

順位

の場合はfi，を一順位異なる場合を．5，それ以外を L と

して 得点を与え ， 集議後件数 で 割 り平均距離係数とし

た 。 （注 D
　各国別 ・性別による嗜好色 ・被服着用嗜好色，嫌悪

色 ・ 被服着用嫌悪色の関係を表 B，図 ］に 示す 。

　こ の結果から嗜好性で は，日本の 男子学生 の係数が

低 く ， 他の調査群 と比較 し
一般的色彩嗜好色と被服の

看用色との 関係が類似 して いる。メキ シ」 男子学生は

嗜好色と着用嗜好色が異な り， 嫌悪色 の 関係 で は類似

傾向がより明らか に認め られ る 。 メキ シコ 女子学生群

で も嫌悪色 にその傾向が見られる 。

　被服の着用で は，直接的間接的に社会的批判を受け

る可能性が り，他者の 視線を意識する こ とか ら， 社会

的規範に規定される
恥

（1974＞とされ，こ の意眛から

　　　　　　　　　　　 も嗜好色の着用が阻害ざれ

　　　　　　　　　　　 る結果 となり，類似距離の

　　　　　　　　　　　 開きになる と考えられる 。

　　　　　　　　　　　 好嫌双方 の 場合で は ， 否定

　　　　　　　　　　　 的な意昧合い の側面の方が

　　　　　　　　　 　　 強 く出現すると見 られ るこ

F〈O、　Ol）（注 2）　　　　　 とか ら， 嫌悪色の 場合か ら

　　　　　　　　　　　 考察する 。 被服着用嫌悪色

と
一般的嫌悪色との類似度の開きは ， 保守的 ・伝統的

影響を残 して いるものと考 えられる 。 こ れは ， 生理的

心理的に発生する嫌悪色 と社会的伝統的に規定される

着用嫌悪 色 と は 必ずしも一致しな い か ら ， 開きが大き

い ほど影響度が大きい と考え られる 。 さ らに，こ の場

合 で ， その集団に
一

定の着用嫌悪色が出現 した場合は ，

強 い 規範意識が維持され て い る可能性があろう。一
方 ，

嗜好色と着用嗜好色の
一
致は ， 蘆用者に と っ て の 自由

度を表 して い るとも考え られ ， 個性的な選択が許さ れ

て い るもの で ある 。

　また ， こ の調査 3力国の 各被験者集団で は，多メデ

ィ ア に接する 自由さ があ り，多 くの 情報に接する こ と

が可能であると考え られる 。 こ の こ とより色の選択に

は ， 文化や慣習性か らの影響を受けるものと見 られる 。

　これらの 結果から，メキシ コ の 女子大生は色彩選択

の可能性と自由度はある もの の 文化的背景によっ て被

服の色彩選択 は自己規制されて い るもの と 考え られる 。

しか し， 日本の女子大生 で は嗜好色 ・着用嗜好色の類

似度が低い こ とから社会的関係を意識して 着用色 の選

択をおこ なっ て い る こ とが伺える 。 さらに，米国の女

子大生は対社会的認識と自己主張の表現と しての被服

を意識して い る が ， 他の集団に比較 して嫌悪色の類似

性の強さは，個々の問題と して 嫌悪色を認識して い る

こ とが考えられる 。 また， 男子大学生では相対的に メ

キシ コ の大学生の方が日本 に 比 べ類似距離係数が高く，

日本より保守的伝統的背景 に被服の着用色が影響を受

けて い る事が伺え る 。

　3．E。類似距離のクラスター分杤結果

　好嫌の類似距離係数をもと に クラ ス ター分析をおこ

な っ た 。 その結果から，図 2で示すような 5クラ ス タ

ー
が得 られ た 。 この クラ ス タ

ーこ と の平均類似係数は

表 4に示す 。

　第 1ク ラ ス タ
ー

は ， 好嫌双方 の 尺度 とも嗜好色 ・着

用嗜好色 と嫌悪色 ・着用嫌悪色 との間に類似度が低 い

場合で あ り， 逆 に第 5ク ラ ス ターは ， 類似性の 高 い集

［＝＝＝＝＝一 ］ 146 ［二ニー ＝二二］
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表 4　色彩嗜好と被服着用色の遷択類似距離係数 （ク ラスター別）

ク　 ラ　 ス　 タ 第1クラスター 第2クラスター 第3クラスター

嗜好色と被服嗜好色

嫌悪色と被服嫌悪色

0．880
．90

0．540
．56

0．820
．16

嗜
好
色

と
魑

用
嗜
好

色
の
類

似
距
睡

（上段、F：TEST，　P＜0．05）（上段、　F：TEST，

　 　 　 　 　 　 嫌悪色 と藩用曙好色 の類偲臣離

図 2　クラス ター別
一
般晤好色と 簷用嗜好色 の類似距離

団 で あ る 。 第 Eク ラ ス ターは安定 した状態を示 し ， 第

3クラ ス ターは嗜好色に類似度が低く嫌悪色に類似度

が高 い結果 と な っ た 。 第 4クラスタ
ーで は，嗜好色と

着用嗜好色に類似度が高く，嫌悪色では低い結果とな

っ た 。

　この こ とか ら，第 5ク ラ ス ターの構成員は ， 色選択

で も自由な着用をお こ な い自らの 生活態度や心理的内

的な側面が表出して い る こ とと見られる 。 それに比べ

第 1クラ ス ターは，社会的規範や対社会的感覚に左右

された集団と見る こ とができる 。 第 3クラス ターで は，

心理的生理 的な内的側面から嫌悪色の選択をお こなっ

て いる可能性が示唆される 。 着用嗜好色は，実際に着

用する可能性を示して い る色彩で ある こ とより ， 嗜好

色と着用嗜好色の 異なりは，社会的文化的な胃景に依

存して い る可能性が考え られる 。 こ の社会的文化的背

景は，流行やTPO などとともに コ
ーデ ィネイトなど

の着用に関する要因も加わ っ て い ることも否定できな

い 。しか し
， 自由な選択の可能性を確保 しなが ら も社

会的協調行動や コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ンを重視して い ると

も考 え られ ， 伝統的基盤に 規制 さ れ て い る集団 で は な

い と見 られる 。 第 4クラ ス ター
は，文化的伝統的背景

を持ちなが らも，色彩や被服の選択行動にと っ て は，

積極的な 曷田性が確保ざれて い る集団であるとみ られ

る 。 む しろ文化伝統的な側面 に対する否定的行動を求

め て い るように見える集団で もある と考え られる 。

　　　　　　　　　　　　 3．3e 類似距離係数クラ

　　　　　　　　　　　　ス ターと態度項目からの検

　　　　　　　　　　　　討

　　　　　　　　　　　　 第 iクラ ス ターで は，

　　　　　　　　　　　　「どち ら か と い う と落ち着F〈O．05）
　　　　　　　　　　　　いた地味な服装が好きであ

　　　　　　　　　　　　る」（3．B ；平 均 得 点）「衣

服を選 ぶ ときには流行中のもの で も気安さを重視す

る」 （3．8）「衣服の形や色を上手に組み合わせ て ， 変

化を付 けて 着る方 で あ る 」 （3．7）「服装 の セ ン ス はよ

い と思 う」（3．6）な どに肯定的な考え を持っ て い る 。

一方 ， 「メ ンズものを着て いる入はだらしなく見える」

G ．9）「襟ぐりを深 くカ ッ トした服を着て い る人を見

ると ， 自分がきま り悪 く感 じる」（L9）「新しい流行

の 服を周囲の 人よ りも先に着た い 方 で ある」 （2．3）に

否定的意見を持 っ て い る が ， 第 5クラ ス タ
ー

の メ ン

ズ ・襟ぐりの同項 目 （1．7）よりは ， その否定度合い

は低い とみ られる 。 新しい流行の項目で は，第 5ク ラ

スター
は平均値2．5であり，第 5クラスター

の方が同

様に肯定的で ある 。 （第 iクラ ス ター ・第 5ク ラス タ

ー
聞，T ：TEST ，　 P 〈 9．05）。 第 Bクラスター・第

4ク ラ スターの 比較か らも ， 「どち らかと い うと華や

かな服装が好 き で ある」（30L ：E．7，40L ：3．L
T ：TEST ，　 P ＜ 口．05），「超ミ ニ は品がない と思う」

（30L ：E．9，40L ：3．2，　 T ：TEST ，　 P ＜ 0．05）

「色やデザインの気 に入 っ たものでも肌触 りの悪 い 衣

服 は 買 わ な い」 （30L ：3．4， 40L ：2．9，
　 T ：

TEST ，
　 P 〈 0．85）に差異が見られた。これ らから ，

第 3ク ラ ス タ
ー

は第 4ク ラ ス タ
ー

に比 べ 被服行動と し

て は比較的保守的な行動を示 して いると見 られる 。

　これらの結果から，第 1クラ スターは第 5ク う スタ

ーに 比 べ保守的であ り， 社会的適合性を意識 した着用

を して い るものと考えられ る 。 このことは ， 社会的文

化的背景から影響を受けて い るもの であり， さらに各

グループ別構成比 （各国構成比）に有意差が見られな

い ことから着用者自身の態度が重要な役割を果たして

い る も の と 見 ら れる 。 さ ら にee　3，第 4ク ラ ス ターか

らも嫌悪色 ・着用嫌悪色問 の開きに保守的傾向が出現

し て い る こ とか ら も，
一

般的好嫌色と被服着用好嫌色

との 類似 ・相違 の関係は，社会的文化的背景を表出し

て い るもの と考え られる 。

ラスター 第5クラス外

3692 0．070
，04

4．まとめ

一
般好嫌色と被服着用好嫌色との類似 ・根違関係を
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求めるため に，比較的保守的文化背景を持つ もの とみ

られる メ キ シ コ と 比較的自由な 環境をもつ と み ら れる

日本，個人的な 自由があるとみ られるアメ リカ で ， 愕

報伝達が比較的同等に享受 で きる と見られる大学生を

対象に
一

般的好嫌色と被服着用時の好嫌色を調査 し，

そ の関係を求め， 類似度の高い集団と低い集団，嫌悪

色 に類似度を兒 い だ せ る 集団，嗜好色 に類似度が認 め

られる 集団， 双方の明解な区別が付かな い集団に分け

検討 し た 。

　その結果か ら， 各集団では国別構成比 に有意差が認

め られず国別特異性が認められなか っ た 。 しかし，生

活態度や被服行動 に は 差異が出現 し
， 個人的な態度が

嫌悪色と着用嫌悪色の相違性を表出して い るものと考

えられる 。

　このことは，調査対象 3国 で は ， 現在の社会 におい

て惰報 の 均
一

的な伝達 によ っ て ， 着用に自宙な被服行

動が存在する こ とと着用者個人の 態度 （パ ーソ ナ リテ

ィ）に よっ て対社会的意識が強いか，保守的意識が先

行す る か否か に よ っ て着用嗜好色 を選定 して い る こ と

が明らか にな っ たと考えられる 。 よ っ て，被服の着用

好嫌色と
一

般的嗜好色の異同の形成過程は ， 社会文化

的関係に よ っ て
一

義的に 決定される もの で はな く ，
パ

ーソ ナ リテ ィ との関係で選定される と考え られる こと

より ， 個人の持 つ 対人的環境 を 含 む 生活環境が大きな

役割を果た して いると推察される。

　5．注

］）選択色の 3位ま で の出現順位で ，嗜好色と着用嗜

好色 ， 嫌悪色 と着用嫌悪色の比較をお こ な い
， それぞ

れ 同
一

順位の場合は0．を一
順位異なる場合を ．5，それ

以外をL として得点を与え ， 各サ ン プル こ とに集計し ，

川頁位集計数で 割 っ た も の が各個人値で，個人値を集計

後件数で割り平均距離係数とした 。

　その結果 ， 全 く同 じ順位 で 出現すると類似距離係数

は 0となり，異なると 1になる 。

2）t ：te＄tは ，
　 T 検定の こ と 。

　p＜ O．05は ， 危 険率

5％未満を示す。

　f ：testは ， 分散分析の f検 定をお こ な っ た 。
　 p 〈

0．01は ， 危険率 1％未満を示す。

2）斉藤美穂 ：「アジア における色彩嗜好の国際比較
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一
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